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対象は 5 cm以下の肝細胞癌の剖検例21例，肝切除例41例である O うち 34例は塞栓療法を施行していな
いもの， 13例は肝動脈より Adriamycin ， Gelfoam を注入し塞栓療法を行ったTCE例， 15例は肝動脈
より Adriamycin ， Lipiodol , Gelfoam を注入し塞栓療法を行ったりピオドールTCE例である。娘結
節，肝内転移は62例中19例85個認められた。
肝切除例全例と剖検例中 7 例は約 5 rnmにスライスし，腫蕩を含む全割面を肉眼的に観察後，顕微鏡的






















腫療の大きさと被膜:被包型の最小のものは径1.0cmであり， 1. 0cm未満の 3 例はいずれも非被包型で
あった。腫蕩被膜は肝細胞癌の成長途上1.0--2.0cmの時期に完成するものと思われるが，径0.3cmの腫療
ですでに被膜に移行すると思われる肉芽形成を認めた。
娘結節，肝内転移の腫蕩境界部は壊死による修飾を受けていないものでは， 50個中 1 例も被膜を認め
なかった。
TCEの効果と腫虜被膜 :TCE例で非被包型の 4 例中完全壊死が 1 例のみであったのに対し，被包
型24例中完全壊死が16例であった。娘結節，肝内転移はリピオドーノレTCE例，門脈血栓合併例を除い
たTCE例 3 例に認められいづれも非被包型で壊死は 1 例も認めなかった。非被包型は被包型に比べ
てTCEの効果は限られている o
〔総括〕
1. 非被包型の腫蕩境界部を被膜様構造を欠くものを置換型，類洞型，偽被膜を有するものを肉芽型，
間質型に分類し，肉芽型，間質型と被膜の形態的違いを明らかにした。
2. 肝細胞癌の腫療被膜には硝子化した線維化が認められ，弾性線維はほとんど見られなかった。
3. 肉芽型は硝子化のない点間質型は弾性線維が多い点が被膜と異なっていた。
4. 被包型の最小のものは径1.0cmであり肝細胞癌において被膜は1.0--2.0cmの時期に完成するものと思
われる。
5. 非被包型においては被包型に比べてTCEの効果が限られている。これには周囲からの門脈血の流
入が関与しているものと思われる。
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論文の審査結果の要旨
本研究は肝細胞癌の外科的切除例，剖検例を材料とし肝細胞癌境界部の線維染色をもちい，従来あ
いまいであった肝細胞癌の被膜の形態的特徴，これと区別すべき被膜類似構造の形態的特徴を明かにし
たものである。肝細胞癌被膜の形態的特徴を硝子化を有することとし，被膜類似構造を間質型，肉芽型
に分け，被膜との違いを明らかにしているo さらに微小血管注入法を用い，被包型と非被包型の間で
の門脈血の関与の仕方の違いを検討し，なぜ娘結節や肝内転移に対して肝動脈塞栓法が無効であるのか
を明らかにしたものであるo
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